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産業カウンセラーと第二の人生
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【受講のきっかけ】

「産業カウンセラーの資格を取得してみたらどう？」

キャリアカウンセラーの資格を持つ相談員のＡさんが私

に言ってくれた言葉です。これが、産業カウンセラー養成

講座受講のきっかけとなりました。

４年前、私は生まれつきの疾患が悪化し、九死に一生を

得る経験をしました。多くの方々の助けを受けて一命を

救っていただいた「第二の人生」は、生きている喜びを実

感できる毎日でしたが、同時に、今後の自分の人生をどう

生きていったら良いのかという不安も抱えていました。そ

れは、思うように体が動かない、体力が続かない、お金も

ない、そして仕事にも就いていなかったからです。毎日リ

ハビリをして、少しずつ体調が回復しているのは実感でき

ましたが、将来の不安が消えることはありませんでした。

そんな不安を家族に話すことができず、友人にも相談で

きないでいました。悩みに悩んで、ネットで自分の悩みを

聞いてもらえる場所を探すようになり、見つけたのが「サ

ポステ」と呼ばれる厚生労働省委託の支援機関である「地

域若者サポートステーション」でした。そこで相談員のＡさ

んとの出会いがあり、クライエントとして初めてのカウンセ

リングを体験しました。

面接では、「これからどうしたらよいか分からない」、「仕

事に就けるのだろうか」、「また体調を崩したら…」など、

様々な不安を話していました。私は以前、営業職に就いて

いたこともあり、人との会話が少なくなることへの不安感を

特に強く感じていました。それが将来への不安をより膨ら

ませていたように思います。

不安だらけで将来が見えていなかった私が、Ａさんとの

カウンセリングで知ったのが「産業カウンセラー」の資格で

した。講座を受講することで「聴く力」（傾聴力）が身につく

こと、その「聴く力」はどんな仕事にも活かせることなど、

「道が開けた」と感じられる話だったことを覚えています。

カウンセリングの後、それまで抱いていた不安感はなく

なっていました。その時に「産業カウンセラーになりたい」

という気持ちが芽生えたわけではありませんでしたが、将

来的に必要なスキルだと思いました。こうして私は、養成

講座の受講を決意しました。

【受講後の活動状況】

現在、私は医療機関で事務として勤務しています。産業

カウンセラーの資格を取得した後、その資格を十分に活

かすことのできる仕事はまだできていませんが、ＡＤＲ（裁

判外紛争解決手続）のような活動や「医療メディエーター」

の仕事に興味を持っており、研修をスタートしています。ま

た、相談員研修講座にも参加し、研鑽を積んでいるところ

です。

すぐに実務に関わることはできませんが、今後相談員と

してのスキルを身に付けるとともに、医療メディエーターと

して働きたいと考えています。それが、私の「第二の人生」

における、今の目標です。


